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産
さん

業
ぎょう

技
ぎ

術
じゅつ

史
し

資
し

料
りょう

とは

産業系博物館の展
てん

示
じ

分野

◆映像・情報、コンピューター

ウォークマン

キハ65形急行用気動車

絹紗織機

六分儀
手回し洗濯機

糸車

明石海峡大橋
ケーブル&ケーブルバン 色絵梅花寫文瓶

蒸機トラクター
大倉式猪口付き壜

南部鉄器 レンズ付フィルム
化学天秤

現代刀
客船模型「浅間丸」

卓上電話機

ガス自動炊飯器

ロータリースイッチ

ボール盤

足踏式木製旋盤

◆自動車・船等、汎
はん

用
よう

機械

◆繊
せん

維
い

・紙・木製品

◆その他、サービス業等

◆電気、電力

◆金属

◆鉱業、建設、窯
よう

業
ぎょう

◆産業用、業務用機器他

◆化学、印刷

◆食品、農林漁業

「産業技術史資料」とは、日本の産業技術の歩みを示
しめ

す実物の資料をいい、日本全国にある産
業系博物館などが所

しょ

蔵
ぞう

し、それらのうちの多くが一
いっ

般
ぱん

に公開されています。これらの産業技術
史資料から、私

わたし

たちの生活を豊
ゆた

かにしている産業技術のはじまりや移
うつ

り変
か

わり、当時の技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

や

職
しょく

人
にん

たちの創
そう

意
い

工
く

夫
ふう

の跡
あと

を見ることができます。
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はじめに

国
こく

立
りつ

科
か

学
がく

博
はく

物
ぶつ

館
かん

では、日本の産
さん

業
ぎょう

系
けい

博物館などの資
し

料
りょう

を検
けん

索
さく

できるデータベース「ヒットネット
（HITNET）」をつくり、インターネットで公開しています。今回この展

てん

示
じ

では、ヒットネットに登
とう

録
ろく

している博物館などの中から、“音”にちなんだ4館を選び、特色ある展示をご紹
しょう

介
かい

します。この
機
き

会
かい

に、日
ひ

々
び

の生活を豊
ゆた

かにしている産業技術のおもしろさや、技術の歴
れき

史
し

を見る楽しさを知っ
ていただきたいと思います。

津軽三味線会館新冠町聴体験文化交流館
レ・コード館

ブラザーミュージアム浜松市楽器博物館

東北大学総合学術博物館／電気の史料館／北海道博物館／パナソニック ミュージアム 松下幸之助歴史館／東芝未来科学館／シャープミュージアム
／ノリタケミュージアム／東京理科大学近代科学資料館／和鋼博物館／横河電機（横河アーカイブズ）／竹中大工道具館／トヨタ博物館／五十嵐健治
記念洗濯資料館（白洋舎）／石川県立航空プラザ／花王ミュージアム／紙の博物館／呉市海事歴史科学館 大和ミュージアム／マツダミュージアム／三
菱オートギャラリー／ヤマハ発動機コミュニケーションプラザ／ミツトヨ測定博物館（沼田記念館・測定機器館）／高岡市鋳物資料館／東京農工大学科学
博物館／日野オートプラザ／お札と切手の博物館／スバルビジターセンター／日産エンジンミュージアム／セイコーミュージアム／神戸大学 海事博物
館／日本ペイント 歴史館／日本ペイント 明治記念館／Honda Collection Hall／東京都計量検定所計量資料室／味の素KK川崎事業所資料展示室
／神戸海洋博物館／日本カメラ博物館／中冨記念くすり博物館／宮崎大学農学部附属農業博物館／武蔵野音楽大学楽器博物館／家具の博物館／
GUS MUSEUM がす資料館／日産ヘリテージコレクション／消防博物館／TDK歴史みらい館／山形謄写印刷資料館／物流博物館／日本のあかり博
物館／貨物鉄道博物館／伊能忠敬記念館／倉紡記念館（クラボウ）／日本新聞博物館／佐賀県立九州陶磁文化館／三菱重工長崎造船所史料館／日
本工業大学工業技術博物館／ナイガイ靴下博物館／スズキ歴史館SUZUKI PLAZA／シンクルトン記念館／四国自動車博物館／京セラファインセラ
ミック館／KYB史料館／電卓の歴史コーナー／いの町紙の博物館／那覇市伝統工芸館／所沢航空発祥記念館／公益財団法人中田俊男記念財団 牛
乳博物館／象印マホービン株式会社 まほうびん記念館／一般財団法人清水港湾博物館／東京都水道歴史館／明治薬科大学明薬資料館／小樽市総
合博物館／MIZKAN MUSEUM／住友化学愛媛工場歴史資料館／たばこと塩の博物館／歯の博物館／UECコミュニケーションミュージアム／直方市
石炭記念館／北見ハッカ記念館・北見薄荷蒸溜館／金沢蓄音器館／航空科学博物館／尚古集成館／UCCコーヒー博物館／焼津漁業資料館／新聞博
物館（熊本日日新聞社）／ALPS Museum 未来工房／網走市立郷土博物館／リサイクルプラザ紙遊館／島津製作所 創業記念資料館／土とトラクタの
博物館「土の館」／瀬戸蔵ミュージアム／那覇市立壺屋焼物博物館／生物系特定産業技術研究支援センター農業機械化研究所資料館／TOTOミュー
ジアム／熊本大学五高記念館／熊本大学工学部研究資料館／日本郵船歴史博物館／樫尾俊雄発明記念館／門司電気通信レトロ館／観音寺市郷土
資料館分館 豊浜郷土資料館／琴平海洋博物館（海の科学館）／めがねミュージアム／明治大学博物館／うちわの港ミュージアム／仙台市歴史民俗資
料館／スリーエム仙台市科学館／石川県金沢港大野からくり記念館／金沢大学資料館／市立函館博物館／長崎大学附属図書館／フジフイルム スク
エア 写真歴史博物館／ニッスイパイオニア館／北九州イノベーションギャラリー（KIGS）／ゼンリン地図の資料館／月桂冠大倉記念館／阿波池田たば
こ資料館／函館市青函連絡船記念館摩周丸／橋の科学館／四国鉄道文化館／鉄道博物館／雪印メグミルク酪農と乳の歴史館／赤穂市立海洋科学
館・塩の国／内藤記念くすり博物館／三木市立金物資料館／ヤンマーミュージアム／大分香りの博物館／青森県立三沢航空科学館／青森市森林博物
館／あおもり北のまほろば歴史館／磐田市香りの博物館／トヨタ産業技術記念館／別府市竹細工伝統産業会館／琵琶湖疏水記念館／秋田県立農業
科学館／和歌山市立博物館／大牟田市石炭産業科学館／鳥取二十世紀梨記念館／宮古島市総合博物館／福島県立博物館／印傳博物館／二戸市シ
ビックセンター田中舘愛橘記念科学館／北海道立北方民族博物館／山口県立山口博物館／京都大学化学研究所 碧水舎／美祢市歴史民俗資料館／
清水建設 技術研究所 建設技術歴史展示室／郵政博物館／福井県立こども歴史文化館／ブラザーミュージアム／松栄堂 薫習館／紋別市立博物館／
東京農業大学 北海道オホーツクキャンパス 学術情報センター／天竜浜名湖鉄道 鉄道歴史館／ヤマハ株式会社イノベーションロード／東京農業大学
「食と農」の博物館／京都鉄道博物館／吉田富三記念館／きつき城下町資料館／浜松市楽器博物館／津軽三味線会館／ビート資料館／新冠町聴体
験文化交流館 レ・コード館／国立科学博物館 （登録順）

●ヒットネットの登録博物館

HITNET
Archives of History of Industrial Technologies Networking Japanese Industrial Museums

ヒットネット［HITNET］ミニ企画展
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100万
まん

枚
まい

を超える
コレクションを誇

ほこ

るレコードの殿
でん

堂
どう

奥
おく

深
ぶか

い
アナログサウンドの魅

み

力
りょく

ステレオが普
ふ

及
きゅう

して
爆発的なヒット曲が誕

たん

生
じょう

Niikappu RE・CORD Museum

●レ･コード館はハイセイコーの故郷として知られる
競走馬の産地・新

にい

冠
かっぷ

町
ちょう

（北海道日高地方の中央部）
にあります。新冠町は、レコードを「20世紀の音楽
文化を記録した歴

れき

史
し

遺
い

産
さん

」と位置づけ、1997（平成
9）年に当館を開館しました。レ･コードには、RE（レ）
＝再び、CORD（コード）＝ラテン語で心という意味
があり、単にレコードを収

しゅう

集
しゅう

する以外に、“人
ひと

々
びと

の思
い出や心”を新冠町に集めようという想いが詰

つ

まっ
ています。全国の音楽愛好家から寄

き

贈
ぞう

された100万
枚を超えるレコードを収

しゅう

蔵
ぞう

しています。

エジソンが1877（明治10）年に生み出した蓄
ちく

音
おん

機
き

は、コン
サートホールが我

わ

が家にやってくるような画期的な発明で
した。エジソンの発明は筒

つつ

型
がた

レコードでしたが、その後、デ
ィスク型が主流になりました。その原理は共通で、筒やディ
スクの表面に凸

でこ

凹
ぼこ

の溝
みぞ

として音の振
しん

動
どう

を記録し、それを針
はり

でなぞることで音を再生します。その後、音の振動を電気
信号に変

へん

換
かん

し電気回路で
増
ぞう

幅
ふく

した信号をスピーカー
で振動に戻

もど

す仕組みのス
テレオに進化しました。い
までも多くの音楽愛好家
は、レコードの優

ゆう

雅
が

なアナ

ログサウンドにこだわりと

深い味わいを感じています。

高度成長期、日本の各家電メーカーは競ってステレオシス
テムを販

はん

売
ばい

。また、オーディオ機器に特化した専
せん

門
もん

メーカー

もたくさん生まれ、日本製のオーディオ機器は世界中の音
楽ファンに愛用されました。こうしたオーディオ機器が家庭
に普及したことで、レコードの売り上げも大きく伸

の

び、国内
でもミリオンセラーを記録する大ヒット曲が続々と誕生する

こととなりました。当館の
思い出の坂のコーナーに
は、年代ごとに流行したレ
コードのジャケットを展

てん

示
じ

。
一番上の段

だん

には「日本レ
コード大賞」を受賞した曲
が飾

かざ

られ、歴代の日本レ
コード大賞の歩みを一目で
見ることができます。

●北海道新冠郡新冠町字中央町1-4
●電話：0146-45-7833

エジソンの蝋人形 思い出の坂コーナー

世界に3台しかない
グラハム・ベル作成の
グラフォフォン

レ・コードミュージアム室

レ・コード館 《北海道新冠町》新冠町聴体験文化交流館

デジタル配信には
形がないものね

歌詞カードも
一緒に

入ってるんだ

このレコードは
懐かしいなぁ～



津軽三味線は明治時代の
ニュー・ミュージック

津
つ

軽
がる

三
しゃ

味
み

線
せん

の魅
み

力
りょく

を
余すところなく伝える情報発信基地

迫力ある演奏を生み出す
津軽三味線

津軽三味線会館 《青森県五所川原市》
Tsugaru Shamisen Hall

●津軽三味線は伝統的でありながら斬
ざん

新
しん

で現代的。
迫力がありつつ繊

せん

細
さい

で自
じ

由
ゆう

奔
ほん

放
ぽう

。若い人には新
しん

鮮
せん

で
心踊るサウンドに、年配の人にはどこか懐

なつ

かしい音色
に聞こえる津軽三味線。津軽三味線会館では、三味
線の歴史、楽器の特色や音楽としての津軽三味線を
総合的に展

てん

示
じ

。さらに、ライブ演
えん

奏
そう

を通して、津軽三
味線の魅力と迫力を体感できるのも大きな特

とく

徴
ちょう

です。
当館は津軽という風土が生んだ津軽三味線の魅力を
発信し、近

きん

隣
りん

施
し

設
せつ

の太
だ

宰
ざい

治
おさむ

記念館「斜
しゃ

陽
よう

館
かん

」と合わ
せて、津軽文化の発

はっ

信
しん

拠
きょ

点
てん

として親しまれています。

中国の「三
さん

弦
げん

」が琉
りゅう

球
きゅう

（沖
おき

縄
なわ

）を経て、永
えい

禄
ろく

年間（1558～
70）に大坂・堺

さかい

に伝わり発
はっ

展
てん

したのが三味線の起
き

源
げん

です。
江
え

戸
ど

時代に広く普
ふ

及
きゅう

し、長
なが

唄
うた

、浄
じょう

瑠
る

璃
り

、浪
ろう

曲
きょく

、民
みん

謡
よう

などに

取り入れられ、日本の大衆芸能に欠かせない楽器となりま
した。江戸時代末、津軽の金

かな

木
ぎ

町
まち

（現・五
ご

所
しょ

川
が わ ら

原市
し

金
かな

木
ぎ

町
ちょう

）に生まれた仁
に

太
た

坊
ぼう

は、失明と父との死別から生活のた
めに三味線をはじめましたが、聴

ちょう

覚
かく

と記
き

憶
おく

力
りょく

に秀
ひい

でた上に音楽的な独
どく

創
そう

力
りょく

を発
はっ

揮
き

し独自の「叩
たた

き奏
そう

法
ほう

」を
編み出して今日の津軽三味線とい
う即

そっ

興
きょう

性
せい

の高い新しい音楽を生み
出しました。また、仁太坊の最後の
弟子・白

しら

川
かわ

軍
ぐん

八
ぱち

郎
ろう

の「弾
ひ

き奏法」も
三味線を津軽民謡の伴

ばん

奏
そう

楽
がっ

器
き

から

独
どく

奏
そう

楽器に押し上げ、津軽三味線
はメジャーな音楽へと成長しました。

三味線は棹
さお

の太さとサイズにより奏
かな

でる音が異
こと

なります。長
唄三味線は繊細で優

ゆう

雅
が

な音を、義太夫三味線は力強い音
を、そして津軽三味線は繊細かつ迫力ある音を響かせます。
津軽三味線の一の糸（弦

げん

）は義太夫三味線並みに太く、二・
三の糸は長唄三味線並みに細い糸が使われています。
津軽三味線の音楽的な魅力は、「叩き奏法」と「弾き奏法」

による迫力と即興性の
高い自由奔放な演奏
にあります。リズムは
サンバにも通じるノリ
の良いツービートで、
ジャズやインド音楽の
シタールにも負けない
超
ちょう

絶
ぜつ

技
ぎ

巧
こう

を誇り、津軽
三味線は独創性に富
んでいるのです。

●青森県五所川原市金木町朝日山189-3
●電話：0173-54-1616

仁太坊の銅像 様々な種類の三味線展示白川軍八郎のパネル

津軽三味線は
津軽民謡の伴奏楽器から
独自に発展してきた

金木大会の優勝者など、
多くの演奏者が

世界で活躍しているよ

海外でも大人気で、
クールジャパンだね!

毎年、金木町で
津軽三味線の

全国コンクールがあるのね



世界中の楽器が集う
日本で唯

ゆい

一
いつ

の公立楽器博物館

伝統的技術と気候風土が生んだ
浜松の楽器産業

日本の音楽教育を支えた
浜松のオルガン

Hamamatsu Museum of Musical Instruments
浜松市楽器博物館 《静岡県浜松市》

●浜
はま

松
まつ

市
し

楽
がっ

器
き

博
はく

物
ぶつ

館
かん

は、世界中から収
しゅう

集
しゅう

した楽器を
保
ほ

存
ぞん

・展
てん

示
じ

するだけでなく、多様な教
きょう

育
いく

普
ふ

及
きゅう

事業を
展
てん

開
かい

している、世界的にも大
だい

規
き

模
ぼ

な日本で唯
ゆい

一
いつ

の公
立楽器博物館です。当館では、楽器を地

ち

域
いき

別、種類
別に展示しています。世界各地で生まれた数多の楽
器や音楽、そして人

ひと

々
びと

のアイデンティティとの関連性
を探

たん

求
きゅう

できる場、さらに異
い

文
ぶん

化
か

を尊
そん

重
ちょう

しながらあらゆ

る人が交流できる場になることを目指しています。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から綿
めん

花
か

栽
さい

培
ばい

が盛
さか

んだった浜松には、織機などを
作る木工や鋳

い

物
もの

、塗
と

装
そう

などの職人が集まっていました。さ
らに天

てん

竜
りゅう

川
がわ

で運ばれる南アルプスの木材が豊富で、空っ風
が吹

ふ

く乾
かん

燥
そう

した気候もピアノの製作に適していました。医
い

療
りょう

機
き

械
かい

の修理工・山
やま

葉
は

寅
とら

楠
くす

は、1887（明治20）年、浜
はま

松
まつ

尋
じん

常
じょう

小学校のオルガンを修理したことをきっかけに、国産
オルガンの製作に成功し、
現在のヤマハ株

かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

へ

と至ります。その後、株式
会社河合楽器製作所が設
立され、電子楽器メーカー
のローランドが加わり、浜
松市は世界的な楽器メー
カーと200社以上の関

かん

連
れん

企
き

業
ぎょう

が集まる世界有数の
楽器生産地となりました。

日本で学校教育の制度が定められたのは1872（明治5）年
のこと。当時は教員や教材、伴

ばん

奏
そう

用
よう

の楽器の環
かん

境
きょう

が整って
おらず「唱歌」の授業は見送られていました。そこで文部
省は、教員の養成や教材の開発を進め、伴奏楽器にはピア
ノやオルガンが適しているとしました。しかし、輸入ピアノ
や輸入オルガンは非常に高価で、全国の学校にいき渡

わた

らせ

るのは困
こん

難
なん

でした。浜松の山
葉寅楠は自力でオルガンの
開発に成功し、低価格の国
産リードオルガンの製造に力
を注ぎました。1907（明治
40）年には年間8000台もの
リードオルガンを生産。こう
して全国の小学校にオルガン
が普及し、日本の音楽教育
を発

はっ

展
てん

させていきました。

●静岡県浜松市中区中央3-9-1
●電話：053-451-1128

世界の楽器を幅広く展示

寅楠が修理した尋常小学校のオルガン（復元品） 国産リードオルガン

ボクの一番の
おすすめ展示は
チェンバロの名品!勢揃いした

ピアノも
おすすめね!

この博物館では、
世界の楽器を
見られるよ



通信カラオケを始め、ブラザーの
110年を超

こ

える歴史と最新技術を紹
しょう

介
かい

パソコンソフト自
じ

販
はん

機
き

が
姿
すがた

を変えて誕
たん

生
じょう

した通信カラオケ

カラオケならではの
デジタル音楽作り

BROTHER MUSEUM
ブラザーミュージアム 《愛知県名古屋市》

●ブラザーミュージアムは、ブラザーが110年以
上受け継

つ

いできたモノ創
づく

りのDNAを伝え、見て・
触
ふ

れて・楽しむ体感型展
てん

示
じ

館
かん

です。ミシンゾーンで
は世界最初のミシン（複製）など世界中から集め
た貴

き

重
ちょう

なアンティークミシンのコレクションを展示。
ヒストリーゾーンでは、世界の市場で挑

ちょう

戦
せん

し続ける
ブラザーの歴史と進化を紹介し、プロダクトゾーン
では最新の製品ラインアップを展示しています。

カラオケは日本で生まれた発明です。初期のカラオケは磁
じ

気
き

テープでした。その後は容量の大きいビデオディスクや
レーザーディスクを用い、楽曲と映

えい

像
ぞう

・歌
か

詞
し

を表示していま
した。カラオケボックスなどが誕

たん

生
じょう

しカラオケが普
ふ

及
きゅう

するに

つれ、新曲のリリースにかかる時間やコストなどの課題が
表面化。そこで、ブラザーは通信インフラを活用して全国
に設置されていたパソコン
ソフト自販機「TAKERU」
のシステムを基に、業務用
通信カラオケシステム
「JOY SOUND」を開発し
ました。すると新しい曲が
すぐ歌えると若

わか

者
もの

に大評判
となり、またたく間に通信
カラオケが市場を席

せっ

捲
けん

しま

した。

1981（昭和56）年公開のデジタル音楽統一規格MIDIは
音楽制作現場で広く利用されていますが、MIDIはファイル
サイズが小さいので通信カラオケでも使われます。カラオ
ケの曲は歌手の譜

ふ

面
めん

通りだと歌いにくく、気持ちよく楽しく
歌えるようにガイドメロディを加えるなどカラオケならでは
のアレンジがなされます。カラオケの曲は「耳コピ職人」と

呼
よ

ばれるプロが、CDを聞
きながらドラムやピアノな

どの音を一音ずつ拾い数
日かけて作り上げます。ま
た、採

さい

点
てん

機能やランキング
のほか、動画を撮

さつ

影
えい

して全
国のユーザーとデュエット
できる機能など、カラオケ
の楽しさがますます広がる
ように進化しています。

●愛知県名古屋市瑞穂区塩入町5-15
●電話：052-824-2227

JOYSOUND展示コーナー
パソコンソフト自販機
「TAKERU」

La La La ........Oh

毎月1000曲近くの
新曲カラオケが

配信されるんだって!

新曲の発売日と
同じ日から
歌えるんだよ

もう、動きの
速い流行には

ついていけないなぁ



●中国 7館

●近畿 20館

●甲信・北陸 10館

●東海 17館 ●沖縄 3館

●四国 8館

●東北 13館

●関東 50館

●北海道 14館

浜松市楽器博物館
（静岡県浜松市）

ブラザーミュージアム
（愛知県名古屋市）

津軽三味線会館
（青森県五所川原市）

●九州 19館

新冠町聴体験文化交流館
レ・コード館
（北海道新冠町）

【編集・発行】国立科学博物館 産業技術史資料情報センター
Ⓒ国立科学博物館2022
本誌に掲載された記事、写真、図版等を許可なく複製することを禁じます。

主 催
共 催

開催期間
開催場所

独立行政法人国立科学博物館
新冠町聴体験文化交流館 レ・コード館 ［北海道新冠町］
津軽三味線会館 ［青森県五所川原市］
浜松市楽器博物館 ［静岡県浜松市］
ブラザーミュージアム ［愛知県名古屋市］
令和4年3月23日㊌～5月8日㊐
国立科学博物館 地球館2階
東京都台東区上野公園7-20

第9回 ヒットネット［HITNET］ミニ企画展

音の誘惑 ─日本の産業技術─

※入館には、オンラインによる事前予約が必要です。詳細はホームページをご覧ください。

東京国立博物館 寛永寺

至東京藝術大学

上野恩賜公園

至
鴬
谷

地
下
鉄
７
番
出
口

公
園
口

国立科学博物館

国立西洋美術館 公園
案内所

日本学士院

東京文化会館

至
御
徒
町

東
京
メ
ト
ロ

上
野
駅

至上野動物園

交番

京成上野駅

Ｊ
Ｒ
上
野
駅

正
面
口

◆博物館所在地

ヒットネット登録博物館数　161館
ヒットネット登録資料件数　約25,800件

ヒットネットの
登
とう

録
ろく

博
はく

物
ぶつ

館
かん

ヒットネットに登録している産
さん

業
ぎょう

系
けい

博物館な
どは、地

ち

方
ほう

自
じ

治
ち

体
たい

が運
うん

営
えい

するもの、企
き

業
ぎょう

、学
校、各

かく

種
しゅ

協
きょう

会
かい

・財
ざい

団
だん

などの団
だん

体
たい

が運営する
ものなど様

さま

々
ざま

な形
けい

態
たい

があります。それぞれ
おもしろい展

てん

示
じ

を行っていますので、ぜひ一
度、お近くの産業系博物館を訪

たず

ねて実物か
らの感動を味わってみてください。

ヒットネット ▶ http://sts.kahaku.go.jp/hitnet/
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